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根
室
半
島
は
深
い
霧
に
包
ま
れ
て
い
た
。
ノ
ツ
カ
マ
フ

１
号
、
２
号
チ
ャ
シ
跡
は
、
半
島
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
、

根
室
市
街
地
か
ら
10
キ
ロ
ほ
ど
東
側
の
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
岬

に
あ
る
。
道
道
35
号
沿
い
の
、
海
側
に
入
口
が
あ
り
、
駐

車
場
か
ら
、
黄
色
や
紫
の
花
の
咲
く
草
地
の
踏
み
跡
を
た

ど
る
と
、
案
内
板
が
あ
る
。
国
指
定
の
史
跡
「
根
室
半
島

チ
ャ
シ
跡
群
」の
一
つ
で
、こ
こ
は
悲
劇
の
土
地
で
も
あ
る
。

　

こ
の
日
は
霧
に
阻
ま
れ
景
色
は
見
渡
せ
な
か
っ
た
。
１

号
チ
ャ
シ
は
半
円
形
を
連
ね
た
幅
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
壕

で
、
深
さ
は
２
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
と
い
う
が
、
門
外
漢

の
私
に
は
、
一
見
、
草
地
の
窪
み
の
よ
う
だ
。

　

チ
ャ
シ
は
砦
の
こ
と
で
、
根
室
で
は
、
見
晴
ら
し
の
良

い
岬
の
先
端
や
海
岸
段
丘
の
上
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
壕

を
巡
ら
し
て
い
る
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
建
造
物
が
建

て
ら
れ
て
い
た
の
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
砦
だ
け
で
は

な
く
、
祭
祀
を
行
う
聖
地
や
談
判
の
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　

チ
ャ
シ
は
根
室
市
内
に
32
カ
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
24
カ

所
が
こ
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。「
ア
イ
ヌ
文
化
期

（
13
～
19
世
紀
）
の
砦
の
跡
で
あ
る
」
と
現
地
の
解
説
文

に
あ
る
が
、
16
～
18
世
紀
に
造
営
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ

る
。
道
内
に
は
チ
ャ
シ
跡
が
７
０
０
カ
所
ほ
ど
あ
る
ら
し

い
が
、
特
に
根
室
半
島
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ

だ
け
重
要
拠
点
で
あ
り
、
外
敵
と
の
遭
遇
機
会
が
多
い
場

所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

根
室
に
は
、
こ
れ
よ
り
古
い
遺
跡
も
あ
る
。
国
道
44
号

で
根
室
市
街
に
入
る
手
前
の
「
西
月
ヶ
丘
遺
跡
」
だ
。
標

高
20
～
30
メ
ー
ト
ル
の
台
地
に
、
大
小
３
５
０
基
ほ
ど
の

竪
穴
跡
が
密
集
し
て
い
る
。
方
形
や
長
方
形
の
竪
穴
は
、

約
８
０
０
年
前
の
擦
文
時
代
（
７
～
13
世
紀
）
後
半
の
も

の
と
考
え
ら
れ
、
続
く
ア
イ
ヌ
文
化
期
と
の
関
わ
り
が
考

古
学
上
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
グ
ー
グ
ル
地
図
で
検

索
し
、
航
空
写
真
を
拡
大
し
て
み
る
と
、
小
さ
な
窪
み
が

た
く
さ
ん
見
て
取
れ
る
。

　

根
室
チ
ャ
シ
群
跡
の
話
に
も
ど
る
が
、
そ
れ
だ
け
多
く

の
人
々
の
暮
ら
し
が
こ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
当
時
、
ど

れ
だ
け
の
人
口
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
。

和
人
と
ア
イ
ヌ
の
戦
い
は
古
代
か
ら
あ
り「
蝦
夷
征
伐（
え

み
し
せ
い
と
う
）」

と
し
て
歴
史
に
残

る
が
、根
室
で
は
、

１
７
８
９
年
（
寛

政
元
年
）
の
「
ク

ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ

の
戦
い
」
を
避
け

て
通
れ
な
い
。

　

松
前
藩
の
「
新し
ん

羅ら

之の

記き

録ろ
く

」（
１
６

１
５
～
１
６
２
１

年
ご
ろ
）
に
、
メ

ナ
シ
地
方
（
現
在

の
根
室
管
内
）
の

ア
イ
ヌ
が
１
０
０

隻
近
い
船
で
鷲
の
羽
根
や
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
な
ど
を
積
ん

で
松
前
に
行
き
、
交
易
を
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

１
７
５
４
年
か
ら
地
域
を
経
営
す
る
松
前
藩
の
役
人
な
ど

が
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
１
７
７
８
年
に

は
ロ
シ
ア
の
商
人
も
訪
れ
て
い
る
。
こ
こ
が
当
時
、
東
蝦

夷
の
中
心
地
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
事
件
は
起
き
る
。
１

７
８
８
年
、
交
易
を
請
け
負
っ
て
い
た
飛
騨
屋
が
、
魚
の

〆
粕
の
肥
料
作
り
で
ア
イ
ヌ
を
雇
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、

労
働
環
境
に
不
満
を
持
っ
た
ク
ナ
シ
リ
の
ア
イ
ヌ
41
人
が

蜂
起
、
メ
ナ
シ
の
ア
イ
ヌ
89
人
も
同
調
し
、
商
人
や
商
船

を
襲
い
、
和
人
71
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

　

松
前
藩
が
鎮
圧
し
て
、
蜂
起
者
た
ち
は
投
降
し
、
首
謀

者
ら
37
人
が
、
当
時
、
藩
事
務
所
で
あ
る
運
上
屋
が
置
か

れ
て
い
た
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
で
処
刑
さ
れ
、
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ

岬
付
近
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
を
ア
イ
ヌ

根室市・根室半島チャシ跡群

ノツカマフチャシ跡

案
内
板
の
地
図
を
見
る
と
チ
ャ
シ
跡
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
側
に
多
く
あ
る
の
が
分
か
る
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た
ち
は
嫌
い
、
翌
年
、
藩
の
運
上
屋
は
現
在
の
根
室
市
街

地
に
移
転
し
、
そ
こ
が
新
し
い
中
心
地
と
し
て
発
展
し
た

と
い
う
。

　

１
９
７
４
年
か
ら
毎
年
９
月
に
ア
イ
ヌ
と
和
人
、
双
方

の
犠
牲
者
の
供
養
の
た
め
。
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
中
心
に

な
っ
て
「
ノ
ッ
カ
マ
ッ
プ
イ
チ
ャ
ル
パ
」
と
い
う
供
養
祭

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
根
室
半
島
チ
ャ
シ
跡
群
」
は
、
財
団
法
人
日
本
城
郭

協
会
が
２
０
０
６
年
に
選
定
し
た
「
日
本
１
０
０
名
城
」

に
、
北
海
道
か
ら
五
稜
郭
や
松
前
城
と
共
に
選
ば
れ
て
い

る
。
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訂
正　

先
月
号
20
ペ
ー
ジ
１
段
目
11
行
目
。「
増
毛
の

３
駅
」
を
「
増
毛
な
ど
８
駅
」
に
訂
正
し
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

根室半島チャシ跡群の一つ、ノツカマフ1号チャシ跡。半円形を連ねた幅５メートルほどの壕で、深さは２メートル以
上あるというが、門外漢の私には、一見、草地の窪みのように見えた

ノッカマップ岬の側にあるノツカマフ1号チャシ跡。
近くに「クナシリ・メナシの戦い」で処刑されたアイ
ヌたちが埋葬されているが、確かな場所は分からな
い。草原には黄色や紫の花がたくさん咲いていた


